2020年10月4日　　週間メッセージ祈りのカード 　“2020年第1、2、3 RUTC答え-歩んできた30年と私(ロマ16：20)+次世代を生かす歩みとなる30年(ロマ16：25-27)”   (資料提供： 世界福音化常任委員会インターネット総局http：//data.rutc.com) 
	産業宣教：OMCと第1、2、3 RUTC答え (38)「訓練と答え」(使 1：8)
	聖日１部：会見の天幕の回りに (民2:1-6)
	聖日2部：シナイ山で仰せられたこと (民3:1-13)
	伝道学：伝道者の生活と第1、2、3 RUTC 答え (38)「集中キャンプ」(創3章、創6章、創11章)

	1．WITH　(基本合宿)

1) マタ 16：13－20

2) マタ 17：1－9

3) マタ 28：1－20

4) ヨハ 21：15－18

5) 使 1：1－8

6) 使 2：1－47

2．Immanuel (チーム合宿)

1) 使 2：9－11

2) 使 3：1－12

3) 使 8：4－8 　

4) 使 9：10、15、使 11：25－26

5) 使 13：1、使 16：11、使 17：1

3．Oneness (現場合宿)

1) 使 13：1－4

2) 使 16：6－10

3) 使 19：1－7

4．OURS (専門合宿)

1) Only

2) Unique

3) Re-creation

核心：第1、2、3 RUTC答え (38)「あらかじめ味わったヨセフ」(創　37：11)
1．家庭で (創 37：1－11)

1) 夢を見るヨセフ

2) 妬む兄たち

3) 心に留めたヤコブ

2．ポティファルの家で (創 39：1－6)

1) 創 39：2

2) 創 39：6

3) 家庭総務
3．監獄で (創 40：1－23)

1) 監獄総務 (創 40：1－4)

2) 夢を解き明かす (創 40：5－15)

3) 創 40：23

4．宣教現場で 

1) パロの夢 (創 41：1－8)

2) 夢を解き明かすヨセフ (創 41：14－37)

3) 創 41：38
	＊序論
▲極限状況の中での出エジプトと荒野の道を行く苦しみとカナンの地に入らなければならない大きい負担の中で、神様は重要な命令をくださった。今から戦いながらカナンの地まで行くのに会見の天幕中心にしなさい。霊的な力を先に受けなければならない。荒野に数年いても、カナン征服する、世界福音化するコンテンツを作りなさい。神様がくださったコンテンツを作りなさい。参考にすることは、みなさんのすべての過去は福音の中にあれば土台、踏み石になって、福音がなければ傷、障害物になる。
▲荒野にどれくらいこれからいるのか。弟子訓練される時まで(民数記)、戦うことができる刻印、根、体質を変える時までだ(申命記)。未来は神様が準備しておかれた。するとどんなコンテンツを作るのか。
1.現場を会見の天幕中心にコンテンツを作りなさい
▲みなさんの現場を会見の天幕中心にしなさい。どのように。モーセに語られたみことば、アロンに語られて、会見の天幕に集まりなさい。会見の天幕中心にコンテンツを作りなさい。みなさんの現場で、誰も見えない力であるが、会見の天幕中心に作りなさい。必ず勝利するようになっている。神様と私と現場がワンネス(Oneness)になるようにさせなさい。(ヨセフ)本当の答えは私がくださいというのではなく、神様が与えられることだ。
2.神様が私に与えられたミッションを会見の天幕中心に握りなさい
▲神様がミッションを与えられるが、ミッションを会見の天幕中心に握りなさい。すると、あらかじめ見えて(絶対主権)、あらかじめ持つようになって(絶対計画)、あらかじめ味わって(絶対契約)、あらかじめ征服(絶対旅程)、あらかじめ成就(絶対目標)なったのを持って行くのだ。なぜ会見の天幕中心なのか。遠くにあるのを見たのだ。このミッションを会見の天幕(みことば)中心に味わいなさい。
3.神様の時刻表を会見の天幕中心に動きなさい
▲必ず神様の時刻表がある。この時刻表を会見の天幕中心に動きなさい。レビ部族が会見の天幕を動かしたらそのとおりに動きなさい。これは目に見えない力を言う。(幕屋の7つの力、会見の天幕の5つの力)、天幕は現場中心に味わいなさいということだ。心よりみなさんの祈りが主のしもべたちの中から出なければならない。
＊結論-ただ/唯一性/再創造の福音コンテンツ/人生コンテンツ

▲この人は終わりを知っている人々だ。みなさんの終わりは世界福音化だ。この祝福を受ければ、ただ、唯一性、再創造のコンテンツがくる。誰もみなさんを止めることはできず、崩すことはできない。

▲これを(本文1-3番)をもってカナンの地に行きなさいということだ。私の刻印、根、体質を変えるコンテンツを作れば無条件に勝利する。
▲今日、この契約を持って行きなさい。私は重要な福音コンテンツ、人生コンテンツを作る!誰が何ても、みなさんは世界福音化する現場に行く。今、難しい時ではなくて、重要な時だ。困難が来たのは、重要な時ということだ。みなさんは大切な人であり、重要な人だ。一週間、この答えを必ず味わうことを主イエスの御名で祝福します。会見の天幕中心の生活、会見の天幕中心の産業、会見の天幕中心の力でミッションを味わいなさい。100年の答えを味わいなさい!
	＊序論

▲神様が一番願われることは何か。今日、シナイ山で仰せられた。どれくらい重要だから、何度もレビ部族の話をされたのか。レビ記に思い切り話しておいて、また話をされる。
1)シナイ山で仰せられた。
(1)出3:1-20、シナイ山はモーセが呼ばれた山だ。
(2)出20:1-26、ここで十戒を受けた。

(3)民3:1-13、この山で再び話された。

2)レビ部族は特別に区別した(3節)。すると何をしなければならないのか理由を分からなければならない。

3)レビ部族はわたしのものだ。(12節)
1.レビ部族は24ともしびをつけなければならない人だ

▲それゆえ、みなさんが一番大切だと考えて区別して献身しなければならないことがレビ部族だ。
1)いま、3つののろいがなぜきたかもわかっていない。創3章、6章、11章からきた。解決策はキリストだ。これを味わう人がレビ部族だ。これを24ともしびをつけておく人がレビ部族だ。

2)7つのとてもすばらしい答えが出てくる-契約の箱、ともしび、ともしび皿、香の壇、洗盤、パン、油(器具)...こういうものを24備えることがレビ部族だ。
3)御座の祝福だ。みなさんには24御座の祝福が必要で、備えられている。
2.レビ部族は移動するともしびの祝福(民2:17)

▲24ともしびだけつけるのではなく、移動しなければならない。そうするために何もさせるな。

1)伝道、宣教の祝福だ。
2)すべての民に代わって明かりをつけて、祈る。(民3:11-13)

3)御座の祝福が実際の神の国のこととして現れるようにするのだ。
3.レビ部族は次世代のともしび(民3:15)

▲民3:15、生まれて1か月の子どもを特に数えなさい。次世代のともしびを言う。この人のために祈って、献身しなさい。
1)出1:1-22、これを分からなければ多くの次世代が虐殺された。

2)出11:1-10、神様は契約を握ったモーセを通してエジプトの長子を打たれ、神様はイスラエルを救い出された。
3)民3:15、1か月になった(今生れた)子どもたちを重要に思う光が必要だ。
＊結論

▲みなさんが正確な契約の座にいれば毎日毎日正確な答えが一歩一歩くるようになっている。
1)237か国-先進国/発展途上国の牧会者、空いた所)

2)海外宣教担当
3)国内宣教担当
▲この三つの空いた所を見て祈りなさい。神様が願われることに献身することがまことの献身だ。24歩みごとに神様の働きがあることを主の御名で祈ります。
	1．創3章の集中キャンプ

1) 肉体 (食べ物)　　　2) 私　　　3) 霊的な目と肉的な目
4) 創 3：15　　　5) 創 3：16－20

2．創6章の集中キャンプ

1) 創 6：4－5　　　2) 創 6：6－8　　　3) 創 6：14、18、20

3．創11章の集中キャンプ

1) 私の名   　2) 私たちの名    3) 成功 － バベル塔

区域メッセージ：二部 基礎メッセージ
基礎メッセ－ジ 15「Remnant運動とRUTC時代」(イザ 6：13、60：22)

最も小さい者も氏族となり、最も弱い者も強国となる。時が来れば、わたし、主が、すみやかにそれをする。
(イザ 60:22)

序論 /　RUTC (Remnant共同体訓練場)

1) R – Remnant (隠れた者、捨てられた者、残った者、散らされた者、旅人)

  2) U – Unity (神様の一つの願い － Oneness)

3) T – Training (集中 － 訓練)

4) C – Center (場所 － 集まりと場所、センター)

→ 伝道者たちがいつも大切に見るべき三つの流れ － 福音 + みことば + RUTCの流れ
1．第1 RUTC運動 － 集める運動

1) 申 6：4－9　荒野で契約刻印運動

2) Ⅰサム 7：1－15　ミツパ運動

3) Ⅱ列 6：8－23　ドタンの町運動

4) イザ　60：1－22　見張り人運動 (起きよ。光を放て。)

5) ヨハ 21：15－18、ルカ 23：28　Remnant運動 (わたしの小羊を飼いなさい。)

2．第2RUTC運動 － Remnant運動 （派遣）

  1) イザ 6：13　切り株運動

2) セパ 2：7 残りの者
3） 使 11：19、Ⅰペテ 1：1　散らされた者

→ Remnant － 残りの者 + 残る者 + 残れる者　+　残す者
3．第3RUTC運動 － いやしとサミット （目に見えない部分）

1) Ⅱテモ 3：1－13

2）Ⅱテモ 3：14－17 

4．第4 RUTC運動 － 三団体（フリー・メイソン、ニュー・エイジ、ユダヤ人組織）の後遺症治癒
5．第5 RUTC運動 － 福音運動持続
結論 /　RUTC運動とは

1） 福音が消えた時代の7つの災いを防ぐ運動

2)　3時代(ユダヤ人、マケドニア、ローマ)の災いを防ぐ運動
3） いやしとサミットを通して現場と未来を生かす運動



1)聖日1部(10月4日)→軍務につくことのできる者 (民1:1-19)
▲序論-神様はキリストを通して私を救われたので暗やみの権威とすでに勝った霊的戦いをするのだ。
①会見の天幕の力を持って行きなさい-幕屋の7つの力、会見の天幕の5つの力を持って霊的戦いに行きなさい。
②ミッションの力を持って行きなさい-神様が私にくださったミッションを正確に握って、その力を持って行きなさい。
③現場に旗をさす力を持って行きなさい-現場に光、キリストの旗をさしなさい。あなたがたは千万人（分団）のかしらだ。

④結論-私は神様を信じます!私は神様の力を信じます!今日、契約を握って六日間祈ってみなさい。
2)聖日2部（10月4日)→レビ部族だけは登録してはならない (民1:47-54)
▲序論-本格的な戦争とカナン征服準備をしながら一番最初に用いられた人々が公務員、レビ部族の祝福だ。
①公務員は隠された宣教師であり、隠れた宣教師-みなさんが霊的な力を受けて国民と国家を助ける。
②公務員は現場宣教師-幕屋背景、会見の天幕の答え、天幕の答えを持って教会と私と家と現場に行きなさい
③公務員は秘密宣教師-みなさんは時代を変化させる秘密宣教師、存在自体が大切だ。
④結論-すべての神様の民はレビ部族だ。契約(福音)を握って信じる人に神様の働きは始まる。
3)区域教材(10月4日)→ 40課:(基礎メッセージ14) 3サミットに向かった段階別契約の旅程(使27:24-25)

▲序論-人生を数える知恵(詩90:12、伝12:1-2、エペ5:16-18)

①夫婦-夫婦契約、家庭契約(アブラハム、創12:1-3)

②胎乳児-両親契約、夫婦フォーラム(モーセ、出2:1-10)

③幼児/幼稚部-根契約(サムエル、Iサム3:1-18)

④小学生部-基礎契約、福音エリート規律(テモテ、Ⅱテモ3:14-17、ルカ2:52)

⑤中高部-方向設定(信仰と実力) (ダビデ、詩78:70-72、Iサム16:1-13)

⑥大学部-器(専門性-専門化) (エリシャ、I列19:19-21、Ⅱ列2:1-14)

⑦青年部-挑戦+土台(世の中との戦闘) (イザヤ、イザ6:1-13、イザ7:14)

⑧壮年部-一生契約(パウロ、使19:21、ロマ16章)

⑨老年部-神様に栄光(信仰作品、教会とRUTC) (ダビデ、I歴29:10-14)

⑩結論→伝道者の足跡(Iテサ2:19-20、いのち+弟子+Remnant+教会とRUTC)
4)産業宣教(10月10日)→ OMCと第1、2、3RUTC答え(38)-訓練と答え(使1:8)

▲聖書→福音(みことば集中-刻印/根/体質)+祈りになる→ここで合宿訓練が出てくる。(合宿訓練は救われた者が祈りを回復することだ)

①捨てて回復すること(基本合宿-WITH)-マタ16:13-20、マタ17:1-9(変貌山合宿)、マタ28:1-20(カルバリの丘合宿)、ヨハ21:15-18(ガリラヤ合宿)、使1:1-8(オリーブ山合宿)、使2:1-47(マルコの屋上の間合宿)→この時からものすごい祈りが回復する(定刻祈り、24、25)

②出会いの祝福(福音コンテンツを持つ人が集まること-チーム合宿-Immanuel)-使2:9-11、使3:1-12、使8:4-8、使9:10/15/使11:25-26、使13:1/使16:11/使17:1

③神様が完全に導かれる答え(現場合宿-Oneness=神様+私+現場)-使13:1-4、使16:6-10、使19:1-7 (聖霊の導きを受けようと祈り)

④聖霊の実(専門合宿/専門家を生かすこと-OURS)- Onlyただ、Unique唯一性、Re-creation再創造、System

⑤結論-この4つの合宿が信仰生活で、成功者の旅程だ。タラッパンを新しく始めなさい+祈りを新しく始めなさい(答えより状態だ)+一人でいる時(一人で祈りが成り立たなければならない。条件より神様を味わうということだ)

5)伝道学(10月10日)→伝道者の生活と第1、2、3RUTC答え(38)-集中キャンプ(創3章、6章、11章)

▲福音(みことば-刻印/根/体質)→現場を生かすことになる。
①創3章集中キャンプ(創3章を新しく見ること)-肉体(食べること)、私中心、霊的な目は暗くなって肉の目が開かれる、創3:16-20苦しみの中で生きるようになる→創3:15(キリスト約束)

②創6章集中キャンプ-時代自体がネフィリム時代(Remnantと一緒に見つけてみなさい。一つずつ見つけてくるようにお手伝いをさせなさい)→創6:6-8(ノアを呼ばれる)、創6:14/18/20箱舟(あなた+あなたの子孫+いのちのために)

③創11章集中キャンプ-私の名前、私たちの名前、成功しよう?→深いフォーラム、集中キャンプが必要だ。
④結論-このキャンプをすれば回復する→ WITH+Immanuel+Onenessが出てきて+OURSが作られる。ヘブ13:8(キリストは永遠に変わらない!)
6)核心訓練(10月10日)→第1、2、3RUTC答え(38)-あらかじめ味わったヨセフ(創37:11)

▲今、世の中のわざわいと災難は事実は霊的問題だ→それゆえ福音だけが解決することができる。福音のみことばを持って刻印/根/体質→このような時に現場と合うという程度ではなくて、重要な答えが一つ出てくる。「未来」が見える。未来が見える時「あらかじめ」ということばが出る。(わざわい-Nobody→Covenant/福音-あらかじめ見る、混乱-No Way→Vision/道-あらかじめ持つ、放棄-No Time→Dream-あらかじめ味わう、病気-No Where→Image/みことばと祈りによって-あらかじめ征服、紛争-No Answer→Practice/神様の作品伝える-あらかじめ成就)まことの成功の奥義は神様が備えられたことをあらかじめ味わうことだ。どこで?

①家庭で(創37:1-11)→何でも理由を分からなければならない。夢を見るヨセフ、ねたましく思う兄たち、心に留めたヤコブ

②ポティファルの家で(奴隷、創39:1-6)→創39:2(ともに)、創39:6(ともに)、家庭総務
③監獄で(囚人、創40:1-23)→監獄総務(創40:1-4)、夢解き明かし(創40:5-15、長官たち)、創40:23(ヨセフを忘れた長官)

④宣教現場で(総理、創41:1-38)→パロ王の夢(創41:1-18)、ヨセフの夢解き明かし(創41:14-37)、創41:38(パロ王の告白-神の霊の宿る者)

⑤結論→総理(本格的な宣教開始)-残りの者(福音を持って回復する者)+残る者(祈り回復-力回復)+残れる者(文化回復)+残す者(次世代回復)→神様がこれからはみなさんに次世代を生かす生きた証拠をくれるだろう。
7)区域教材(10月11日)→ 41課:(基礎メッセージ15)Remnant運動とRUTC時代(イザ6:13、イザ60:22)

①序論- RUTC (Remnant共同体訓練場)

▲伝道者が常に重要に見るべき三つの流れ→福音+みことば+RUTC流れ
②第1RUTC運動→集める運動(申6:4-9、Iサム7:1-15、Ⅱ列6:8-23、イザ60:1-22、ヨハ21:15-18/ルカ23:28)

③第2RUTC運動→Remnant運動(派遣-イザ6:13、ゼパ2:7、使11:19/Iペテ17:1)

▲Remnant→残りの者+残る者+残れる者+残す者
④第3RUTC運動→いやしとサミット(目に見えない部分-Ⅱテモ3:1-13、Ⅱテモ3:14-17)

⑤第4RUTC運動→ 3団体の後遺症いやし
⑥第5RUTC運動→福音運動持続
⑦結論- RUTC運動は?(福音なくなってしまった時代の7つのわざわいを防ぐ運動+3時代(ユダヤ人、マケドニヤ、ローマ)わざわいを防ぐ運動+いやしとサミットを通じて現場と未来生かす運動)
週間メッセージの流れ(2020.09.27.-2020.10.03.)








